
東京国際フォーラム
交通のご案内
JR線	 ●JR有楽町駅より徒歩1分　●JR東京駅より徒歩5分（京葉線東京駅と地下1階コンコースにて連絡）
地下鉄	 �●東京メトロ有楽町線：有楽町駅より徒歩1分（出口D5と地下1階コンコースにて連絡）	

●東京メトロ千代田線：二重橋前駅より徒歩5分/日比谷駅より徒歩7分	
●東京メトロ丸ノ内線：銀座駅より徒歩5分　●東京メトロ銀座線：銀座駅より徒歩7分/京橋駅より徒歩7分	
●都営地下鉄三田線：日比谷駅より徒歩5分

〒100-0005　東京都千代田区丸の内3-5-1　TEL.03-5221-9000

事前参加登録のご案内
【事前参加登録方法】 WEB登録のみ（※TEL・FAX・E-mail等でのお申込は受付けておりません。）
URL https://nichigaku.site�

事前参加登録期間

早割 2023年12月1日㊎～2024年3月31日㊐

通常 2024年4月1日㊊～5月16日㊍

お支払（決済）方法について
●事前参加登録：クレジット決済・コンビニ決済

※�お支払期日は、登録期日と同日です。コンビニ決済をご希望の方は、お早めにご登録ください。
※支払期日を過ぎますと、その登録は無効となります。

●当日参加登録：現金のみ取扱い

参加カテゴリー 【早割料金】 【通常料金】

会員 歯科医師 25,000円 27,000円
歯科技工士・歯科衛生士・研究者・歯科助手等 11,000円 12,000円

非会員※1
歯科医師 31,900円（税込） 34,000円（税込）
歯科技工士・歯科衛生士 15,400円（税込） 16,500円（税込）
研究者・歯科助手等 12,100円（税込） 13,000円（税込）

準会員※2 臨床研修医・学生 無料
非会員 臨床研修医・学生（※当日参加登録のみ） 無料
賛助会員※3 賛助会員企業の皆様 5,000円

※１　非会員の参加費は、消費税が加算されます。あらかじめご了承ください。なお、会員の参加費は、不課税となります。
※２　準会員とは…当学会会員の臨床研修医および大学生・大学院生（社会人学生は除く）、専門学校生です。
※３　賛助会員企業の皆様も学術大会聴講者としてご参加いただけます。

〈注意事項〉 �上記の参加カテゴリーに該当しない人は、参加できません。 
事前参加登録のキャンセルは、お受けできません。また、ご入金いただきました参加登録費についてもご返金できません。あらかじめご了承ください。

【領収書発行について】

事前参加登録の方
〇会員：会員ページにログインしていただき、「会員マイページ→年会費等確認・支払」より、領収書の発行が可能です。
〇非会員（事前参加登録）：登録ページに再ログインしていただき、「領収書表示」より領収書の発行が可能です。
　※ただし、ログイン可能期間は5月16日㊍までとなります。あらかじめご了承ください。

当日参加登録の方 ネームカード（参加証）に領収書が付随しています。

【入会お手続き】
入会お手続きには、数日の事務期間をいただいております。非会員参加も可能ですが、会員参加をご希望の方は、予めご入会手続きをお済ませください。
入会お手続き：当学会ホームページにてお手続きください。
●本会員：入会金（4,000円）、年会費（15,000円）
●準会員：入会金（1,000円）、年会費（2,000円）
※非会員で参加登録（支払済）された後、新規ご入会のお手続きをされた場合、参加費の差額返金などについては、お受けできません。あらかじめご了承ください。

【ネームカード（参加証）について】 
事前参加登録（支払済）が済んだ方には、5月中にネームカード（参加証）を発送いたします。
学術大会当日は、必ずご持参ください。（※再発行はできません）

【抄録集について】
会員・準会員・賛助会員 2024年度の年会費納入済の方には、5月中に発送いたします。 ※学術大会の参加・不参加は問いません。

非会員 事前参加登録（支払済）の方：ネームカードと同封発送
当日参加登録の方：当日の窓口にて手渡し配布

非会員（臨床研修医・学生） 総合案内にてご購入ください。【1部1,000円（税込）】

会員発表
【会員発表登録】 オンラインのみ

【募集期間】 2023年12月1日㊎～2024年2月9日㊎
発表者情報（お名前・経歴・顔写真等）・演題・抄録等の全ての発
表情報を期間内にご投稿ください。
※�募集期間以降は、投稿サイトが閉鎖されてログイン投稿ができなくなります。

【発表登録資格】
⃝�当学会学術大会の参加登録を済ませた者
⃝�歯科医師においては、発表者および共同発表者ともに本学会の

会員であること。
※歯科技工士・歯科衛生士・歯科助手：非会員も可である。

⃝�登録人数：筆頭発表者1名、共同発表者複数名の登録が可能。

【発表形式】
【口演発表】 20分（プレゼンテーション15分＋質疑応答5分）
発表用PCをご持参ください。

【ポスター発表】 4分（プレゼンテーション＋質疑応答）
発表用ポスターは、ご自身で持参し、掲示していただきます。

【取得単位】
⃝�筆頭発表者：30単位
⃝�共同発表者：10単位（※第4発表者以降は認定審議会による審

査の上、付与となる。）

【利益相反（COI）開示について】
利益相反（COI）状態について公表は必須です。

【倫理規定・未承認資材について】
臨床試験や実験的な医療行為などは、事前に所属研究機関また
は所属学会倫理委員会の審査を必要とします。また、未承認薬・
資材・機材を用いた臨床研究は倫理申請を要します。申請が必要
な場合は、学術大会事務局までご連絡ください。

【その他注意事項】
⃝�ご登録の際には「会員発表同意書」への同意が必要となります。
⃝�会員発表ご登録の際や発表データ準備の際には、「会員発表規

定」「会員発表ガイドライン」等も必ずご一読いただき、遵守いた
だきますようお願い申し上げます。

認定教育講演
咬み合わせ指導医・認定医は、認定期間中（5年間）＊に「認定教育講演」を1回以上
受講することが必要です。
＊2022年7月1日以降の更新時より適用されます。

会場にて出席確認をとりますので、会員カードを必ずご持参ください。

2024年度認定教育講演
特別講演：�Dr. Wael Att
講演日時：2024年6月8日㊏ 10:00～11:30

講演会場：ホールC

『認定歯科技工士』『認定歯科衛生士』資格取得を目指す方へ
認定試験を受験するためには、「認定研修Ⅰ」の受講が必須です。
●認定歯科技工士を目指す方 ▶［条件］日本顎咬合学会会員歴3年以上、臨床歴4年以上（※2020年4月1日時点で歯科技工士資格を取得していること）
●認定歯科衛生士を目指す方 ▶［条件］日本顎咬合学会会員歴2年以上、臨床歴2年以上（※2022年4月1日時点で歯科衛生士資格を取得していること）

上記の条件を満たしている方は、第42回日本顎咬合学会学術大会・総会に参加し、「認定研修Ⅰ（歯科技工士向け）」または「認定研修Ⅰ
（歯科衛生士向け）」を受講することで、認定試験（※2025年4月実施予定）の受験資格を得られます。2025年度認定試験に関するご案
内は、2024年12月中旬にお知らせいたします。

「認定研修Ⅰ（歯科技工士向け）」
下記のプログラムのうち、どちらか1つの受講出席が必要です。
●DTプログラム：デジタル歯科最前線「DTに必要なデジタルの知識」
　講演日時：2024年6月8日㊏ 13:30〜16:30（180分）　講演会場：D5
●DTプログラム「アナログとデジタルで咬合を語る」
　講演日時：2024年6月9日㊐ 13:30〜16:30（180分）　講演会場：G510

「認定研修Ⅰ（歯科衛生士向け）」
下記のプログラムの受講出席が必要です。
●DHプログラム「DHのための咬合学」
　講演日時：�2024年6月9日㊐ �

13:30〜16:30（180分）　
　講演会場：B7右

〈事前申込：不要〉
プログラム受講の際に、出席確認をとります。会員カードを必ずご持参ください。

認定教育セミナー
●申込み方法：WEB申込み�
●申込み開始：2024年4月1日㊊より
•�歯科技工士向け、歯科衛生士向けセミナーは、資格保有者に限ります。�  

※歯科医師向けセミナーでキャンセル待ちの場合、認定医・指導医の資格保有者が優先となります。
•�お申込みは先着順です。（※定員になり次第、申込み終了となります）
•�学術大会事前参加登録をお済ませの上、セミナーにお申込ください。（※セミナー単体でのお申込

は出来ません。）
•�お申込方法はWEBのみです。（※TEL/FAX/E-mail等からのお申込み方法はありません）
•�期日までに受講料のお支払いが確認できない場合は、お申込みをお取消しさせていただきます。
•�ご入金後のキャンセルは、一切お受けできません。

歯科医師向け 歯科衛生士向け 歯科技工士向け

日時 6月8日㊏
13:30〜16:30 

6月9日㊐
9:15〜12:00 

6月9日㊐
13:30〜16:30 

場所 東京国際フォーラム　地下2階「セミナー室2」

講師 平井 順 加々美恵一
俵木 勉 佐藤幸司

取得単位 10単位 10単位 10単位
受講料 9,000円 3,000円 5,000円
定員 15名 20名 16名

«お問合せ»　
特定非営利活動法人 日本顎咬合学会
●学術大会に関するお問い合わせ
　E-mail　gakujutsu@ago.ac	 TEL  03-3261-0474（平日10:00-17:00） 
●入会・単位にその他に関するお問い合わせ
　E-mail　nichigaku@ago.ac	 TEL  03-6683-2069（平日10:00-17:00）

大会長：貞光　謙一郎
会　期：2024年6月8日土・9日日
会　場：東京国際フォーラム

第42回
 日本顎咬合学会学術大会・総会
The Academy of Clinical Dentistry 42nd Academy Meeting

vol.1

顎咬合学顎咬合学 踏襲踏襲から発展から発展
学術と臨床の融合学術と臨床の融合



講演プログラム

午
　
前

ホールC
9:30～9:50
開会式

　

カテゴリー
テーマ

10:00～11:30
認定教育講演
特別講演

Wael Att（90分）

座長：〈調整中〉� Dr. DT DH ホールB7左側 ホールB7右側 ホールB5皇居側 ホールB5ガラス棟側 ホールD5 ガラス棟G701 ガラス棟G502 ガラス棟G510 セミナー室1 セミナー室2
12:10〜13:00
ランチョンセミナー

株式会社メガジェンジャパン

12:10〜13:00
ランチョンセミナー
インビザライン・ジャパン株式会社

12:10〜13:00
ランチョンセミナー

株式会社アルタデント

午
　
後

カテゴリー
テーマ

13:30～16:30
顎咬合学
咬合再構成の実践

［座長：趣旨説明］（10分）
咬合再構成のスタートは�
咬合診査・診断から

菅野 博康（40分）
長期安定する壊れないオーラル
リハビリテーションの原理原則
23年前に学会誌に投稿した症例を
ナソロジカルに検証する

南 清和（40分）
咬合機能から見た咬合再構成

山地 正樹（40分）
包括的治療戦略を成功に導く�
臨床的基準

土屋 賢司（40分）

座長：南 清和� Dr. DT DH

13:30～16:30
カテゴリー
義歯の咬合
パーシャルデンチャーの咬合

亀田 行雄（45分）
患者の生活を変える�
「咬合」のハナシ
Balanced Occlusion changes 
patients life.

藤井 元宏（45分）
いわゆる“咬合のよみがえり現象”
を考察する
無歯顎者の顎位変化

佐藤 勝史（45分）
パネルディスカッション（45分）

座長：俵木 勉� Dr. DT

13:30～16:30
DHプログラム
DHのための口腔内外検査

柴原 孝彦（60分）
　

斎田 寛之（60分）
　

小出 馨（60分）

座長：小林 明子� Dr. DH DA

13:30～16:30
DHプログラム
歯周病

関野 愉（50分）
長期経過観察からみなおす�
歯周病の治し方

牧野 明（50分）
患者さんのひととなり・生活背景
を知り活かす
〜デンタルスタッフの役割

椎木 あや子（40分）
　

安生 朝子（40分）

座長：鍵和田 優佳里�Dr. DH DA

13:30～16:30
顎関節
3次元的分析
顎関節部の2次元エックス線画像
による下顎頭位診断の可能性

石川 忠（35分）
未固定標本の動画で理解する�
顎関節の機能解剖

阿部 伸一（35分）
顎関節：MRIによる３D，４D�
および定量評価

金田 隆（35分）
臨床力が変わる顎機能�
ロジカル・シンキング
～形態と構造と機能～

松島 正和（35分）
ディスカッション（40分）

座長：石川 忠� Dr. DT DH

13:30～16:30
女性歯科医師の活躍
これからの女性歯科医師に
歯科医師52年の歩み　�
山あり谷ありを乗り越え　
ー生涯現役を目指してー

山地 良子（35分）
MI審美への歩み

天川 由美子（35分）
Chance！ Challenge！ Change!  
女性歯科医師奮闘記

林 美穂（35分）
一歯科医師の悲喜こもごも

菅野 詩子（35分）
歯科はいかにダイバーシティ＆�
インクルージョンを実現するか

林 美加子（35分）

座長：山地 良子� Dr. DT

13:30～16:30
DTプログラム：デジタル歯科最前線
（認定研修Ⅰ-DT）
DTに必要なデジタルの知識
バーチャル咬合器
口腔内スキャナーを用いた�
咬合採得の精度について

近藤 尚知（40分）
Digitization of occlusion
～シークエンシャルオクルージョン
の臨床応用～

前川 泰一（40分）
The Digital Custom Impression 
Technique for Implant

山下 恒彦（40分）
Digital dentistryの限界と可能性

川内 大輔（40分）
ディスカッション（20分）

座長：前川 泰一� Dr. DT

13:30～16:30
経営
医業と医療の充実
医科歯科連携
医科歯科併設クリニックを 
地域のために開設した事例

辰本 将哉（45分）
仕組みで成長する歯科医院経営

吉見 哲朗（45分）
　

吉留 英俊（45分）
ディスカッション（40分）

座長：久保田 智也� Dr.

13:30～16:30
支部選抜発表
若手歯科医師の登竜門
〈企画調整中〉

� Dr. DT

13:30～16:30
小児
吸啜から咀嚼へ
吸啜の発達と離乳、�
咀嚼の発達と成熟
各ステージでの着眼点

田村 康夫（45分）
低年齢児からの口腔機能発達支援
～機能へのアプローチ～

土岐 志麻（45分）
小児の口腔育成における�
形態的アプローチの実際

石谷 徳人（45分）
ディスカッション（45分）

座長：権 暁成� Dr. DH DA

13:30～16:30
協賛プログラム
IOS展示・実機体験

デンツプライシロナ株式会社
ノーベル･バイオケア･ジャパン株式会社
インビザライン・ジャパン株式会社

株式会社ヨシダ

13:30～16:30
認定教育セミナー
認定医

平井 順
定　　員：15名
受 講 料：9,000円
申込開始：2024年4月1日

� Dr.

午
　
前

 
カテゴリー
テーマ

9:15〜12:00
咬合学
永続性のある咬合再構成

［座長：趣旨説明］（10分）
上田 秀朗（50分）

長期経過症例よりナソロジカル
コンセプトを考察する

伊藤 雄策（50分）
咬合再構成における力学的原則

山﨑 長郎（50分）

座長：上田 秀朗� Dr. DT

9:15〜12:00
顎咬合学
インプラントの咬合

［座長：趣旨説明］（10分）
短縮歯列の概念を用いた�
インプラント治療

林 揚春（50分）
　

澤瀬 隆（50分）
　

日髙 豊彦（50分）

座長：林 揚春� Dr. DT DH

9:15〜12:00
DHプログラム
コミュニケーション

［座長：趣旨説明］（10分）
石原 研（50分）

　
大野 真美（50分）

　
佐藤 久美子（50分）

座長：櫻井 健次� Dr. DH DA

9:15〜12:00
DHプログラム
医療面接

［座長：趣旨説明］（10分）
鷹岡 竜一（50分）

　
川崎 律子（50分）

　
水木 さとみ（50分）

座長：太田 祥一� Dr. DH DA

9:15〜12:00
メーカーシンポジウム

9:15〜12:00
世界で活躍
World-class speaker, 
clinician and scientist

［座長：趣旨説明］（15分）
ラミネートベニア修復治療の�
最前線

大河 雅之（35分）
世界で活躍できるための�
歯槽堤造成術と無歯顎即時荷重

堀内 克啓（35分）
先端歯学研究のあり方から�
歯科補綴学を考える

窪木 拓男（35分）
鈴木 真名（35分）

座長：渡辺 隆史� Dr. DT

9:15〜12:00
デジタル歯科最前線
ＩＯＳ

窪田 努（40分）
トリートメントワークフローの変遷

千葉 豊和（40分）
デジタルデンティストリーの�
現状とその役割

末瀬 一彦（40分）
　

〈講演者調整中〉（40分）

座長：千葉 豊和� Dr. DT DH DA

9:15〜12:00
歯科治療最前線
審美  
アフターコロナの明眸皓歯を�
目指して

山本 一世（40分）
昨今の歯科審美治療の�
トレンドを探る

北原 信也（40分）
ジルコニアセラミックスを用いた
修復治療
〜支台歯形成とシェードマッチング〜

大谷 一紀（35分）
　

湯浅 直人（35分）

座長：北原 信也� Dr. DT

9:15〜12:00
接着
接着の理論と臨床
間接接着修復における�
コンポジットレジンの臨床的応用法

吉木 雄一朗（40分）
臨床の質を高める接着の最新情報

二階堂 徹（40分）
欠損修復の新たな選択肢
ダイレクトCRブリッジ

三木 仁志（40分）
歯科接着の現在と将来像

坪田 有史（40分）

座長：吉木 雄一朗� Dr. DT

9:15〜12:00
保存
MI

小林 平（45分）
MIとレジン充填について

安光 崇洋（45分）
歯内療法におけるMIの可能性

松木 良介（45分）
　

大森 有樹（45分）

座長：安光 崇洋� Dr. DT

9:15〜12:00
接客・接遇
コンサルテーション

浦平 実奈（40分）
新時代における歯科助手の可能性

澤泉 仲美子（40分）
志ある仕事をするために知って
おきたい3つのこと

北原 文子（40分）
ディスカッション（45分）

座長：濱 克弥� Dr. DT DH DA

9:15〜12:00
認定教育セミナー
認定歯科衛生士

加々美 恵一
俵木 勉

定　　員：20名
受 講 料：3,000円
申込開始：2024年4月1日

DH

12:20〜13:10
ランチョンセミナー

株式会社モリタ

12:20〜13:10
ランチョンセミナー

株式会社ヨシダ

12:20〜13:10
ランチョンセミナー
カボプランメカジャパン株式会社

12:20〜13:10
ランチョンセミナー
グラクソ・スミスクライン・コンシューマー・ヘルスケア・ジャパン株式会社

12:20〜13:10
ランチョンセミナー

PRSS.Japan株式会社

12:20〜13:10
ランチョンセミナー

ジンヴィ・ジャパン合同会社

午
　
後

 
カテゴリー
テーマ

13:30〜16:30
公開フォーラム
〈企画調整中〉

� Dr. DT DH DA

13:30〜16:30
顎咬合学
矯正と咬合

［座長：趣旨説明］（10分）
マルチディスプレナリーアプローチ
に有効な矯正診断

松崎 浩成（40分）
矯正と咬合
一般臨床において矯正治療のゴールをどう捉えるか？

渡辺 隆史（40分）
全顎矯正歯科治療の総合治療へ
の応用と難症例の診断を考える

中島 稔博（40分）
　

米澤 大地（40分）

座長：松崎 浩成� Dr. DT DH

13:30〜16:30
DHプログラム
【DHプログラム（認定研修Ⅰ-DH）】
DHのための咬合学
外傷因子の捉え方と治療

髙木 小百合（60分）
DHのための咬合学
--ライフステージにおける咬合の変
化に歯科衛生士に求められる対応

小林 明子（60分）
　

上村 守（60分）

座長：春藤 憲男� Dr. DH

13:30〜16:30
DHプログラム
歯科医科連携

古市 保志（60分）
　

〈講演者調整中〉（60分）
　

山口 トキコ（60分）

座長：三輪 一雄� Dr. DH

13:30〜16:30
歯内療法
歯内療法
経験則から考える根管治療の予後

金沢 紘史（45分）
一般臨床家が挑む難症例への対応

倉富 覚、（45分）
米国歯内療法専門医が実践する
外科的歯内療法

横田 要（45分）
パネルディスカッション（45分）

座長：金沢 紘史� Dr.

13:30〜16:30
歯周病
歯周病と咬合
歯周病と咬合の関係性について
〜現在のエビデンスと経験則〜

音琴 淳一（45分）
歯周病患者における炎症と力の
コントロールの重要性（仮）

瀧野 裕行（45分）
咬合崩壊を伴う歯周病患者の�
咬合再構築

木村 英隆（45分）
パネルディスカッション（45分）

座長：音琴 淳一� Dr. DT DH

13:30〜16:30
デジタル歯科最前線
デジタル歯科のさらなる展開
インプラントナビゲーションを�
再考する。

髙田 浩行（45分）
　

山崎 史晃（45分）
　

木本 克彦（45分）
　

吉田 茂治（45分）

座長：高田 浩行� Dr. DT DH

13:30〜16:30
歯科治療最前線
インプラント

細川 隆司（45分）
　

田中 憲一（45分）
インプラント治療における�
デジタル技術使用の最前線

谷尾 和正（45分）
パネルディスカッション（45分）

座長：田中 憲一� Dr. DT DH

13:30〜16:30
材料学
歯科材料最前線
コンポジットレジン材料の�
現状と展望（仮）

新海 航一（60分）
歯科用セラミックスの展望（仮）

新谷 明一（60分）
歯科におけるチタンの役割

黒岩 昭弘（60分）

座長：黒岩 昭弘� Dr. DT

13:30〜16:30
DTプログラム
【DTプログラム（認定研修Ⅰ-DT）】
アナログとデジタルで�
咬合を語る
顎機能に調和した咬合

森野 隆（40分）
歯科技工における治療咬合の要件

藤尾 明（40分）
デジタルへの誤解と実情

古澤 清己（40分）
僅かな工夫で明日から即戦力に！
バーチャル咬合器を使いこなす要点

高瀬 直（40分）
ディスカッション（20分）

座長：榊原 功二 
前川 泰一� Dr. DT

13:30〜16:30
歯科治療最前線
アライナー矯正

高橋 正光（45分）
　

林 一夫（45分）
　

常盤 肇（45分）
アライナー矯正治療の�
可能性と限界

尾島 賢治（45分）

座長：北野 尚栄� Dr. DT DH

13:30〜16:30
認定教育セミナー
認定歯科技工士

佐藤 幸司
定　　員：16名
受 講 料：5,000円
申込開始：2024年4月1日

DT

学術大会Checkpoint

 長期症例から学ぶ顎咬合学

 「咬合とインプラント」「咬合と義歯」「咬合と矯正」etc、他分野における咬合との関連性

 Wael Att（タフツ大学補綴学教授）：デジタルを活用したインプラント・補綴治療に関する最先端講演

 『IOSの部屋』実機体験していただけます。

その他にも、女性の活躍、国際デンタル情報、接客・接遇など多角的な内容が満載です。

日本顎咬合学会 理事長ごあいさつ
貞光 謙一郎   

　一般臨床家にとってナソロジーの功績は偉大であり、今もなお日常の診療においてナソロジーのコ
ンセプトが応用されています。継承した咬合理論を基に施術・実践した臨床の結果を、ご高名な先生
方にご講演いただきます。
　会場参加型のパネルディスカッション、テーブルクリニックも多種多様なデモンストレーションを
展開します。皆様には活発な議論を交わしていただき、最先端の歯科を学ぶ良い機会だと思います。
多くの皆様にご参加いただき、有意義な大会となることを心から期待しております。

テーブルクリニック　会場：ホールE
13:30～14:30

セッション1
⃝ペリオ（歯周外科基本術式） ⃝デジタル ⃝DHプログラム（MFT） �
⃝DTプログラム ⃝インプラント ⃝LOT
 ⃝［協賛］ペントロンジャパン株式会社   ⃝［協賛］株式会社ヨシダ 

15:00～16:00

セッション2
⃝ペリオ（基本術式以外） ⃝コンポジットレジン ⃝DHプログラム（歯
列・咬合について） ⃝DTプログラム ⃝アライナー ⃝院内DX系
 ⃝［協賛］株式会社ソニックテクノ   ⃝［協賛］株式会社モリタ 

9:15～10:15

セッション3
⃝エンド（ラバーダム） ⃝DHプログラム（顎位・咬合について） ⃝DTプ
ログラム ⃝デジタル咬合診査 ⃝歯の移植 ⃝他
⃝［協賛］予定あり

10:45～11:45

セッション4
⃝エンド（拡大・形成） ⃝プロビジョナル ⃝DHプログラム（SRP） ⃝DT
プログラム ⃝セットアップ：アナログ・デジタルの融合 ⃝義歯・修理
 ⃝［協賛］バウシュ咬合紙ジャパン株式会社   ⃝［協賛］株式会社ヨシダ 

13:30～14:30

セッション5
⃝レントゲン・CT読影 ⃝クラウン（形成） ⃝DHプログラム（基礎資料
の収集と活用方法） ⃝DTプログラム ⃝咬合育成（仮） ⃝コンポジット
レジン形態
 ⃝［協賛］カボプランメカジャパン株式会社   ⃝［協賛］株式会社ジーシー 

15:00～16:00

セッション6
⃝義歯 ⃝プレゼンテーションの作り方 ⃝DHプログラム（メインテナ
ンスと予防） ⃝DTプログラム ⃝スプリント治療 ⃝コンポジットレジ
ン接着 ⃝咬合器特別展示
⃝［協賛］予定あり

Dr.  歯科医師　　 DT  歯科技工士　　 DH  歯科衛生士　　 DA  歯科助手 プログラムは、10月16日現在の内容です。 ※プログラム内容及び登壇順は、変更になる可能性もあります。最新情報は、HPをご確認ください。� https://nichigaku.site
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土
8

日
9

企業展示・書籍展示・休憩コーナー
日時：�2024年6月8日㊏ 12：30～18：30（一部17：00終了） 

2024年6月9日㊐ 9：00～16：30
場所：地下2階ホールE
企業展示エリア内には、ドリンクコーナーや休憩スペース等もあります。
お待ち合わせ場所としてもぜひご利用ください。

単位申請
取得：20単位
申請日時：�2024年6月8日㊏ 9：00～16：30 

2024年6月9日㊐ 8：00～15：30
申請場所：ガラス棟地下1階ロビーギャラリー「単位申請コーナー」

2024年定時総会
日時：2024年6月9日㊐ 17：00より
場所：東京国際フォーラム ガラス棟5F〈Ｇ510〉

託児室
日時：2024年6月8日㊏・9日㊐ 9：00～17：00�
対象：生後3か月～未就学児まで
料金：1名につき5,500円／1日
条件：日本学咬合学会会員に限る。
申込開始：2024年4月1日㊊より　※WEBサイトよりお申込みください。

土
8

日
9

咬合器特別展示� 会場：ホールE　6月8日㊏ 12:30～16:00／9日㊐ 9:00～16:00

歴史から見る咬合器、そして現代の咬合器と
多岐にわたりご紹介します。
今大会のテーマ「顎咬合学　踏襲から発展」を
体現する企画です。お楽しみに！

〈レクチャー〉 テーブルクリニック セッション6 にて
 講師　　　　中島 航輝先生（医療法人・世航会）
 展示責任者　DT本平 孝志（有限会社シンクライト）


